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令和９年度_国の施策（予算）に関する要望事項 

 

（団 体 名）  一般社団法人 甲府地区建設業協会  

（代表者名）   会長   齋藤 茂           

（要望に関する担当者名）  大村 基一        

（担当者連絡先）     055-237－5071       

 

案件 説明 備考 

 

広域幹線道路の早期

着手について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外労働者を対象とし

たサマータイム制度の

導入について 

 

  
2021 年、中部横断自動車道山梨・静岡間

の全線開通に伴い、観光・物流の流れ、企

業誘致や取引企業の増加など、山梨県内沿

線への経済効果は、非常に大きな影響を与

えています。 

 このことから、中部横断自動車道長坂・

八千穂間の早期事業着手に期待します。 

 また、2034 年開通とされるﾘﾆｱ中央新幹

線に伴い、山梨県駅から県内全域への交通

網として、新山梨環状道路の早期開通が求

められ、広瀬・桜井間の事業推進及び、北

部区間の早期事業着手を望みます。 

 

 

近年の気候変動に伴う猛暑の常態化によ

り、建設現場における熱中症リスクは年々

高まっております。特に屋外作業を主体と

する建設業では、夏季の日中における作業

効率の低下や労働災害の増加が懸念されて

おり、担い手確保の観点からも労働環境の

改善が急務となっております。 

つきましては、猛暑下における労働災害防

止及び生産性向上を図るため、建設業をは

じめとする屋外労働者を対象としたサマー

タイム制度の導入について検討いただくと

ともに、制度運用に必要な環境整備及び事

業者支援に係る予算を確保していただくよ

う要望いたします。 

早朝の比較的涼しい時間帯を有効活用する

ことで、労働者の安全確保、生産性の向上

及び建設業の担い手確保につながるものと

考えます。 
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令和９年度_国の施策（予算）に関する要望事項 

 

（団 体 名）  一般社団法人 甲府地区建設業協会  

（代表者名）   会長   齋藤 茂           

（要望に関する担当者名）  大村 基一        

（担当者連絡先）     055-237－5071       

 

案件 説明 備考 

 建設工事におけ

る働き方改革の推

進に対応する予算

繰越制度の弾力化

に関する要望 

現在、建設業界においては、将来の担い手確保およ

び就業環境の劇的な改善に向け、「週休 2 日制」の

導入をはじめとする働き方改革が強力に推進されて

おり、工期設定の適正化や柔軟な工期延長措置が浸

透しつつあります。 

 

しかし、その一方で、工事の財源となる公的予算や

補助金制度においては、依然として単年度会計の原

則や繰越事由（事故繰越等）の厳格な適用、あるい

は「繰越不可」の制限措置が課されており、年度末

や当初の予算執行期限が絶対的な期限（デッドライ

ン）となっているのが現状です。 

 

加えて、近年の地球温暖化に伴う夏季の記録的な猛

暑や、激甚化する台風・集中豪雨といった異常気象

の頻発は、作業員の安全確保（熱中症対策等）や施

工の見合わせを余儀なくさせ、「実稼働日数の著し

い減少」という深刻な事態を招いています。 

 

さらに、発注者側における働き方改革の進展に伴

い、設計変更の協議や意思決定、合意形成のプロセ

スに従来以上の期間を要する構造へと変化していま

す。 

 

週休 2 日制の定着と労働者の安全確保を両立し、高

品質なインフラ整備を全うするためには、予算制度

の硬直化が現場の無理な施工（突貫工事）や休日出

勤の常態化を誘発する構造を打破しなければなりま

せん。つきましては、施工現場および発注実務の実

態に即し、柔軟な予算繰越を可能とする制度設計お

よび関連法令の改正を強く要望いたします。 
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令和９年度_国の施策（予算）に関する要望事項 

 

（団 体 名）  一般社団法人 甲府地区建設業協会  

（代表者名）   会長   齋藤 茂           

（要望に関する担当者名）  大村 基一        

（担当者連絡先）     055-237－5071       

 

案件 説明 備考 

 砂防工事の整

備拡大について 

近年の気候変動に伴い、線状降水帯による集中豪雨

が頻発化・激甚化しています。特に、県土の約 8 割を

森林が占める山梨県において、山地部に未曾有の豪雨

がもたらされた場合、土石流や地すべりなどの土砂災

害が発生し、人命や生活インフラに甚大な被害を及ぼ

すリスクがかつてないほど高まっています。 

現在、県内各地に整備されている既存の砂防構造物

は、過去の降雨データに基づいて設計されたものが多

く、想定を超える近年の記録的な豪雨に対しては、十

分に対応できない懸念が生じています。住民の命と財

産、そして地域経済を守り抜くためには、これら既存

施設を最新の気象構造や災害リスクに即した強靱な構

造へと、早急に機能強化・再整備していくことが不可

欠です。 

つきましては、山梨県の地域特性を深く勘案いただ

き、既存砂防施設の長寿命化および機能向上、ならび

に新規の砂防堰堤（えんてい）整備を加速化できるよ

う、砂防関係予算を大幅に増額確保していただきます

よう強く要望いたします。 

 

 

  

 

4



(一社 甲建 発第  号) 

令和  年   月  日 

会員各位 

 

一般社団法人甲府地区建設業協会 

会 長  齋 藤 茂（公印省略） 

 

 

（仮称）AIを活用した建設現場の省人化施工・管理講習会について 

（案） 

 

日頃から、当協会の事業に対し、深いご理解とご協力をいただき誠にありがとうござ

います。 

 

さて、現在の建設業界においては、若手技術者の不足やベテラン層の高齢化が深刻化

する一方で、労働時間の適正化やさらなる生産性の向上が強く求められています。これ

らの課題を解決する切り札として、現在急速に導入が進んでいるのが「AI（人工知

能）」を活用した省人化技術です。 

 

本講習会では、株式会社JIZAIE様の協力のもと建設現場の施工・管理において、AIが

どのように省人化・効率化に寄与するのか、具体的な最新ソリューションや導入事例を

交えて解説いたします。「これからDX（デジタルトランスフォーメーション）を進めた

い」「現場の管理負担を減らしたい」とお考えの皆様にとって、役立つヒントが得られ

る内容となっております。 

 

ご多忙の折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ぜひご参加くださいますようご

案内申し上げます。 

 

※CPDS、CPDの申請を考えています 

 

実施日時 令和〇年〇月〇日 
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その他　資料⑥

行事名 場　所

7月1日 （水） 13:30 中北農務事務所との意見交換会 中北農務事務所

7月22日 （水）
8：30～
　　11：00

情報収集伝達訓練 甲府地区

7月22日 （水）
13：30～
　　15：30

無線機（ハンディー型）連絡訓練
（中北建設事務所及び管内市町）

甲府地区

7月24日 （金） 17:00 役員会 古名屋ホテル

7月31日 （金）
9：30～
　10：00

防災行政無線の操作確認 甲府地区

7月31日 （金） 13：30～
中北建設事務所との
防災備蓄倉庫・水防倉庫・資機材の確認

中北建設事務所敷地西側
環状道路高架下仮置場

山梨県建設業協会関連

行事名 場　所

7月2日 （木）
10：00～
　　17：00

現場施工管理能力向上に関する講習会 山梨県自治会館

7月8日 （水）
8：50～
　　16：30

技士会　監理技術者講習
山梨県建設会館
３階大会議室

7月9日 （木）
13：30～
　　17：00

第１回_農業農村整備技術研修会 山梨県自治会館

7月23日 （木）
14：00～
　　15：30

農業農村意見交換会
山梨県建設会館
３階会議室

今　後　の　予　定　に　つ　い　て

日　時

日　時
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